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『マダム・エドワルダ』について
-Pierreという名をめぐって
和田 ゆりえ
ジョルジュ・バタイユの『マダム・エドワルダ』 MOI.加meEdwardaと
いう短いテクストがはじめて世に出たのは1941年12月のことである。当時
バタイユのいたパリはドイツ占領下にあり，この小品もピエール・アンジェ
リック PierreAngeliqueという変名で， 1937年と出版年を偽って50部限
定出版された。そして45年に版画挿絵入りで再版されるものの，そのまま
秘密出版のきわもの本として忘れ去られるかに思われた。だが56年にJ=
J・ポヴェール社より1500部あらたに刊行されるにおよんで，モーリス・
プランショをして「現代における最も美しい書物」！）と絶賛せしめるので
ある。
バタイユは55年頃， この『マダム・エドワルダ』を他の何篇かの物語と
あわせて，『聖ナル神』 DiuinusDeusの総題のもとに， ピエール・アン
ジェリックの自伝としてまとめるという構想を抱いたようだ。 2)『マダム・
エドワルダ』執筆後，ほぼ忘れられていたとおぼしいこのビエール・アン
ジェリックという名が， 10年以上も経てふたたびバタイユのなかに蘇り，
あたかも長い眠りの間も成長しつづけていたかのように，「肉と化したカ
オスであるような仮面」 3) として立ち上がってきたのである。結局他の物
語，『わが母』 Mamere, 『シャルロット・ダンジェルヴィル』 Charlotte
d'Ingeruille, 『聖女』 Sainteはいずれも未完のままバタイユの生前に世
に出ることはなかったが，バタイユがこのピエール・アンジェリックを，
世間的体裁を繕うための匿名という域をはるかに越える，自己の分身とし
て捉えていたことは明らかである。 4) それは56年の新版のさいに，本名に
よる序文を付しながらも，あくまで作品自体はこの変名で通すという手の
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こんだ仕掛けを施していることからも窺えよう。
『マダム・エドワルダ』では，「娼婦＝神」というスキャンダラスな命
題のもと，キリスト教的イメージがいたるところにずらされ，裏返された
かたちで繰り返されている。語り手はこの命題をイロニーではないと明言
し，そのすこし先で《Celivre a son secret, je dois le taire : ilest 
plus loin que tous les mots》5) と述べる。本論は， ピエール・アンジェ
リックという名を導きの糸として，娼婦が神であるという観念のアクロバッ
トによってしかバタイユが提示しえなかったその「秘密」を多少なりと
も照射しようとする試みである。 6)
Pierre Angeliqueとは端的に「天使のごときペテロ」である。イエス
はガリラヤ湖畔で漁師ペテロ（シモン）とアンデレに会い，「イエス彼ら
に言いけるは，我に従え。我，汝らを人を漁る者とせん。彼らただちにそ
の網を捨ててこれに従えり」（マタイ伝4-18~20他）と彼らを召命する。
一方，『マダム・エドワルダ』はパリの夜の街角ではじまる。
Je commen<tai d'errer dans ces rues propices qui vont du carrefour 
Poissonniere a larue Saint-Denis. (p. 19) 
ポワソニエール通りは旧中央市場近くにあるところから， この名がつい
たものと思われるが， ここでは十字路→十字架，魚→キリストというあか
らさまな象徴にくわえて，”魚がペテロの職業をも表わしている。主人公
はそのあと「鏡楼」 lesGracesという娼館に上がり，その広間でエドワ
ルダと出会う。
Au milieu d'un essaim de files, Mme Edwarda, nue, tirait la langue. 
Elle etait, a mon goiit, ravissante. Je la choisis : ele s'assit pres 
de moi. A peine ai-je pris le temps de repondre au gar<ton : jesaisis 
Edwarda qui s'abandonna. (pp. 19-20) 
聖書とは逆に，ここではペテロ（主人公）が神（エドワルダ）を選ぶの
であり，彼女はただちに彼に身を委ねる。だがそのあと一貫して主導権を
握るのはエドワルダのほうである。彼女は自分を神であると宣言し，自分
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の「ぼろ布」 guenillesを見るように．そしてその「生々しい傷口」にロ
づけするよう彼に命じる。
Ainsi les《guenilles》d'Edwardame regardaient, 9> velues et roses, 
pleines de vie comme une pieuvre repugnante. Je balbutiai douce-
ment: —Pourquoi fais-tu cela? —Tu vois, dit-elle, je suis DIEU… 
ー Jesuis fou…-Mais non, tu dois regarder: regarde! (pp. 20-21) 
性器は目のない顔であり，彼によって見られ，彼の視線をわがものとす
ることではじめて顔として完成し．享楽することができる(《Commej'ai 
joui!》p.21)。ここにあるのは「見る者」，「見られる者」の主客の別を失っ
た，合わせ鏡のなかのような閉ざされた世界である。その間おそらくエド
ワルダ自身の目は「白目を剥き」，眼寓の奥の闇を見つめるのだ。あたか
も奇妙な迂回路を経てその目が彼女の性器の奥から覗くかのように。その
あとすぐに海のイメージが喚起される。
Sa cuisse nue caressa mon oreille : ilme sembla entendre un bruit 
de houle, on entend le meme bruit en appliquant l'oreille a degrandes 
coquilles. Dans l'absurdite du bordel et dans la confusion qui 
m'entourait (il me semble avoir etouffe, j'etais rouge, je suais), je 
restai suspendu etrangement, comme si Edwarda et moi nous etions 
perdus dans une nuit de vent devant la mer. (p. 21) 
自分の導いていかれる先を予見しておののく主人公の姿は．そのままイ
エスとの出会い（奇跡の漁り）におけるペテロの恐憫に重なりはしないか。
さらにここではヴェロニカの主題も現われている。あえぐキリスト（主人
公）の汗と血に染まった顔を拭うのは，エドワルダの「ぼろ布」であり，
主人公の顔は目のないエドワルダの顔とぴったりと重なりあうことにより．
視力を失い．嵐の夜のなかに踏み迷う。
このあとふたりは「鏡楼」という名が示す通りの，鏡張りの部屋に上が
る。
... les glaces qui tapissaient les murs, et dont le plafond lui-
meme etait fait, multipliaient l'image animale d'un accouplement : 
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au plus leger mouvement, nos coours rompus s'ouvraient au vide oil. 
nous perdait !'infinite de nos reflets. (p. 22) 
ふたりの行為はまさしくたがいのイマージュにとらわれあう動物的交合
とならざるをえず，無限の反復は虚無へとのみこまれていく。行為のあと，
彼はエドワルダについてこう述べる。 《MmeEdwarda me fascinait, je 
n'avais jamais vu de file plus jolie — ni plus nue.》(p.22)エドワ
ルダは最初から《MmeEdwarda, nue》と，あたかも「裸」であることが
彼女自身と切り離せない本性であるかのように登場する。 《nu》, 《nu-
dite》, 《denuder》といった語はこの短いテクストにおいて執拗に繰り返
されるが，エドワルダについてだけでも13回用いられている。このなかで，
エドワルダ自身の発言としては一度だけ，《Nuecomme une bete》(p.28) 
とあるが，ここにフランス語の慣用的な言い回し《nucomme pierre》の
反響を聞いてもよいだろう。さらに街娼のことを《pierreuse》と呼んだ
ことを想起すれば，娼婦は石の建築を造営する場所になくてはならない存
在だったことがわかる。かりに主人公がピエールという名をもつとすれば，
彼とエドワルダは奇妙な同一性に縛られていることになり，鏡のなかでの
交合がいっそうそれを強調する。10) だが時をおかずエドワルダは黒い外套
(domino) u)をま 1とい，夜の街路へと彼を連れ出す。エドワルダは主人公
を誘いつつ，対象aのように逃れ去っていく。
三部からなる『マダム・エドワルダ』の第一部は，娼館を経てふたたび
街へ出るところで終わり，第二部はエドワルダが主人公を導いていくサン・
ドニ門を中心に展開し，第三部で第三の人物であるタクシー運転手を交え
て， タクシーのなかで終わりを迎える。娼館 (maisonclose)という閉じ
た家の鏡のなかの部屋と，自動車の内部というさらに狭陰な空間のちょう
ど中間に，一方から他方へと開き，閉ざすものとしての門がある。その意
味で，この小説はトリプティック（左右両開きの祭壇画）の構成をもって
いると言えよう。門の名であるサン・ドニとは，むろん切られた首をモン
マルトルの丘へと運んで行った伝説の聖人，パリのディオニシウスその人
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である。
サン・ドニ門，プルトンが『ナジャ』 (1928年）のなかで「じつに美し
く，またなんの役にも立たない」と書いた12)この門は， 1672年，オランダ
戦争におけるフランス戦勝を記念して建造されたものだが，当時パリは老
朽化した城壁を撤廃したばかりであり，この門は凱旋してくる兵士たちが
その下をくぐることによって聖別されるという象徴的機能のほかはなにも
もたず，市内を歩いていると平明な都市の風景のなかにふいに出現すると
いう印象を与える。13)バタイユのテクストにおいてもそれは同様である。
第二部の出だしはつぎのようにはじまる。
A cette heure de la nuit, la rue etait deserte. Tout a coup, 
mauvaise et sans dire un mot, Edwarda courut seule. La porte 
Saint-Denis etait devant ele : ele s'arreta. (p. 24) 
通常の門のように内／外を分けるのではない。このアーチ状の小さな弯
窪の下の空間は一切の内／外の別を宙吊りにする，都会のただなかでの空
なる場であり，道成寺の鐘に吸いこまれる白拍子のように，黒衣のエドワ
ルダは忽然とそこに消える。14) あたかもエドワルダ自身の無償性（使い途
のない神）が，この門の無償の美と共振したかのように，そしてまた神／
娼婦，人間／けだものという両義性の体現そのものである彼女の肉体が，
この門の空なる境界において溶け去ったかのように。主人公はここにいたっ
て彼女がまさしく「神」 (videのアナグラムとしての Dieu)であると理
解する。
Elle etait noire, entierement, simple, angoissante comme un trou : 
je compris qu'elle ne riait pas et meme, exactement, que, sous le 
vetement qui la voilait, ele etait maintenant absente. Je sus alors 
— toute ivresse en moi dissipee — qu'Elle n'avait pas menti, 
qu'Elle etait DIEU. Sa presence avait la simplicite inintelligible 
d'une pierre: en pleine vile, j'avais le sentiment d'etre la nuit dans 
la montagne, au milieu de solitudes sans vie. (. .) j'etais seul devant 
cette pierre noire. (p. 24) 
176 
ここには明瞭にオリープ山におけるイエスの苦悩が反響しているが，そ
れ以上に想起されるのはイエスによるペテロ命名の場面である。イエスが
弟子たちに「汝らは我を誰であると言うか」と問うたのに，ペテロは「汝
はキリスト，生ける神の子なり」と答える。するとそれに対してイエスは
「汝はペテロ（岩／石）なり。我が教会をこの岩の上に建つべし。黄泉の
門はこれに勝つべからず。また我は天国の鍵を汝に与えん」とペテロを自
らの代理人に指名する（マタイ伝16-15~19)。石は信仰の砦であり，
pierreはまたpriereにも通じる。バタイユの棄教以前の唯一のテクスト
である「ランスのノートル・ダム」という，たかだか数ページのパンフレッ
トにも，教会の象徴として〈pierre》という語が5回用いられ，信仰の堅
固さが《triomphede pierre》ということばで表現されている。15) エドワ
ルダの教会はこの空虚な石の門である。そして彼女もまた主人公に問いか
ける。 《Oiisuis-je?》(p.25)と。それに対し彼はレオナルドの洗礼者ヨ
ハネさながら，黙って虚空を指し示すのである。
さらにここではエドワルダ自身について石の比喩が用いられている。こ
れはエドワルダと石の門の一体性を示すものなのか。だが中央をえぐられ
た石である門とは異なり，ふつうの石は充実，堅固を表わすものであって，
およそ空虚を表現するには似つかわしくない。またキリスト教的含意に満
ちたこの物語に，突然「黒い石」というイスラム的形象が出現するのも奇
異の感を免れない。16) だがこの一見場違いな pierrenoireという語は，
ちょうどフロイトの有名な「植物学研究書の夢」における「植物学」とお
なじように，無数の観念系列が交差しあう結節点なのである。
すでに旧約聖書にもメシアを家を建てるための礎の石にたとえる箇所が
いくつかあるが，ペテロ自身，「主は人には捨てられしが，神にとりては
選ばれたる尊い生ける石なり」と言い，また不信心な者にとってイエスは
「蹟きの石」であると述べている（ペテロ第一の手紙2-4~8)。さらに
伝統的に錬金術ではキリストを作業工程の最終に得られる賢者の石と同一
視している。工程の最初は「黒の過程」であり，そこで黒は四大（地，水，
気火）の分離を経た対立物の合ー（これは通常男女の結婚，交合の比喩に
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よって成就される）の結果としての死 (mortificatio),蝦焼(calcinatio),
腐敗 (putrefactio)を表わし，藷こ層籍とみなされる。こうしてみると，
第一部での，聖母被昇天を暗示したエドワルダの部屋入り， 17)鏡の無限反
射，エドワルダの白い裸身といったまばゆさの印象とは対照的に，ひたす
ら闇と黒が領する第二部は，そのまま黒の過程になぞらえられる（しかも
最後近くに《Lessauts de poisson de son corps (…） calcinaient la 
vie en moi》(p.26)という表現がみられる）。ただしこの過程はその後，
救済者の復活（賢者の石の出現）という幸福な結末に向かうのではなく，
遅延された死(《Lereste est ironie, longue attente de la mort…》
p. 31)を追う「苦しみの道」のはじまりでしかないのだが。
第一部，娼館でエドワルダを前にいわれのない不安に襲われた主人公
Ii《Jevoulus bousculer la table, renverser tout: la table etait scellee, 
fixee au sol》 (p.20)と語る。そのしぐさは民の偶像崇拝に怒り， シナ
イ山で石板 (table)を打ち割ったモーセの姿に重なる。ここでエドワル
ダの肉体と同一視される「黒い石」一大天使ガプリエルがアプラハムに
もたらしたとされる黒石，一切の偶像を否定する空なるもの一とは，〈
神〉を生身の〈娼婦〉へと受肉させるという離れ業において，まさにちょ
うつがい（門）としての役割を果たしているのである。そして一瞬のちに
エドワルダは門の下からかき消え， しばらくして街路の向こう側に現われ
る。
J'allai vers ele : ele semblait folle, evidemment venue d'un autre 
monde, et, dans les rues, moins qu'un fantome, un brouillard attarde. 
Elle recula doucement devant moi, jusqu'a heurter une table de la 
terrasse vide. (p. 25) 
別世界からの存在（カーバ神殿の黒石のように。隕石は宇宙の異なる存
在層を貫いて天と地を結ぶもの，神と人間の最初の契約のしるしであると
考えられた），幽霊．さらには人間のかたちをも失って霧のごときものと
化したエドワルダは， 18) 《table》にぶつかることでふたたび肉体を取り
戻す。エドワルダが神となるためには，いったん神を無に（殺害）しなけ
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ればならなかったのであり，黒衣をまとい喪に服するエドワルダ(《un
deuil sans douleur et sans larme》p.24) は神の寡婦であると同時
に， 《lessauts de poisson de son corps》(p.26)によって十字架上の
イエスの苦しみをも体現しているのだ。19)凱旋門の下に無名戦士の墓があ
るように，サン・ドニ門の弯薩の下に神の墓（墓もまた石である）がある。
ただしこの墓は空であり，蘇った神はエドワルダのうちに受肉して夜の街
へと逃れ去るのである。
第三部のはじめ，発作のおさまったエドワルダを抱いてタクシー停留所
までよろめき歩く主人公の道のりは，イエスの「十字架の道行き」に露骨
になぞらえられている。
Elle n'etait pas lourde et je decidai de la porter : sur le boulevard 
la station de taxis etait proche. Elle demeura inerte dans mes bras. 
Le trajet demanda du temps, je dus m'arreter trois fois. (p. 28) 
エドワルダは彼から逃れることをやめ，おとなしく彼に運ばれていく重み
のない十字架となる。また stationという語自体が「道行き」の各所に
しつらえられる休憩祭壇のことであり，イエスが三度倒れるのは主人公の
立ち止まる身ぶりに再現される。さらに目的地に着いたエドワルダは「まっ
すぐに立とうとする」(《elevoulut se tenir debout》p.28)。一緒にタ
クシーに乗りこむや，エドワルダは服を脱ぎ（イエスの聖衣剥奪），運転
手を挑発しで性交しはじめ，一転主人公は傑刑を見守るしかない使徒さな
がら，無力な傍観者となる(《Jedemeurai inerte, regardant》p.29)。
ことが終わったあと，彼はエドワルダが不可能なるものの領域から徐々に
波が引くように引き返してくるのをつぶさに見る。それまで白目を剥いて
いたエドワルダは彼と視線を交え，涙がほとばしる（「出エジプト記」 17-
6でも，モーセが岩を打ち，水をほとばしらせる。また傑刑ではイエスの
死を確認するために兵士がその脇腹を突き，血と水が流れだす（ヨハネ伝
19-34))。だがこの涙ほど感傷から遠いものはない。奇跡のような透明性
のうちに彼らは交流しあう。この物語のクライマックスと言ってもよい場
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面である。
A la racine, la crue qui l'inonda rejaillit dans ses larmes : les larmes 
ruisselerent des yeux. L'amour, dans ces yeux etait mort, un froid 
d' aurore en emana1t, une transparence oi je lisais la mort. (…) 
La jouissance d'Edwarda — fontaine d'eaux vives — coulant en 
ele a fendre le creur — se prolongeait de maniere insolite (…） ele 
me vit dans le fond de mon aridite ; du fond de ma tristesse, je 
sentis le torrent de sa joie se liberer. Mon angoisse s'opposait au 
plaisir que j'aurais di vouloir : le plaisir douloureux d'Edwarda 
me donna un sentiment epuisant de miracle. Ma detresse et ma 
fievre me semblaient peu, mais c'etait la ce que j'avais, les seules 
grandeurs en moi qui repondissent a l'extase de celle que, dans le 
fond d'un froid silence, j'appelais《moncreur》.(pp. 29-30) 
二人の存在はこの瞬間，ただそこを通う涙という液体によって結びあう，
ひらかれた通路と化し，エドワルダの目のなかで死んだと書かれる「愛」
は， しかしながらその死を通じていま成就され，彼はエドワルダを《mon
creur》と呼ぶのである。あたかも第一部での鏡のなかでの性交が， どこ
にも行き着くことのない出口なしの悪夢であるのに対し，サン・ドニ門と
いう転換装置を経て， この第三部で自らを不能とし，他者を介入させるこ
とでのみ「愛」が可能となったかのように。だがこの愛の味は苦い。ひと
たび到達されるや，それは逃れ去っていく運命であり，《l'horizondevant 
lequel le malheur d'Edwa0rda me plac;ait etait fuyant》(p.27) とある
ように，エドワルダは波頭のようにつねにすこし先へと逃れ去り，処刑は
先送りとなり(《longueattente de la mort》)，その微分化された時間
の先端に宙吊りになった主人公は，ただことばによって永遠に行き着けぬ
対象を捕えようと空しく苦闘するのみであるからだ。 「ことば」が彼にとっ
てのあらたな十字架となり，「苦しみの道」がふたたび始まることを，物
語を閉じるにあたって彼は十分すぎるほどに自覚している。20)それは，ゲッ
セマネのイエスの苦悩を前に眠りこけ，また逮捕されたイエスをみたび否
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認したペテロが，その後の長く厳しい伝道を経て，「主よ，何処へ行きた
まうや」と呼びかけ，イエスのあとを追ってローマで殉教する（それもさ
かしまの十字架で）歩みと響きあうものである。イエスを一度は見捨てた
ペテロ，それは戦火のなかに不随の父を遺棄したバタイユ自身にほかなら
ず，さらには我が子イエスを十字架上に見捨てた神（エリ，ラマ，サバク
タニ）でもある。父から受け継いだ名（バタイユ）を否定してピエール・
ァンジェリックを名乗るバタイユもやはり，ペテロとおなじく長い「苦し
みの道」をたどる運命を受け入れるのである。
（本学非常勤講師）
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